
２
０
０
３
年
、
鹿
児
島
県
内
之
浦
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
た
小
惑
星
探
査
機
「
は
や
ぶ
さ
」
は
、
２
年
半

か
け
て
、地
球
か
ら
約
３
億
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
、

横
幅
が
た
っ
た
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
小
惑
星
イ
ト
カ

ワ
の
、
予
定
し
た
平
坦
な
場
所
に
着
陸
し
た
。
３
億

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
の
は
、
地
球
か
ら
電
波
信
号

を
送
っ
て
、
返
事
が
返
っ
て
く
る
の
に
31
分
以
上
か

か
る
距
離
で
あ
る
。
そ
し
て
、
７
年
間
の
宇
宙
旅
行

の
あ
と
昨
年
６
月
に
イ
ト
カ
ワ
の
微
粒
子
を
持
ち
帰

り
、
宇
宙
開
発
の
歴
史
に
新
し
い
頁
を
加
え
た
。
し

か
し
、「
は
や
ぶ
さ
」
は
イ
ト
カ
ワ
離
脱
の
際
に
液

体
ロ
ケ
ッ
ト
の
燃
料
漏
れ
を
起
こ
し
、
そ
の
後
通
信

が
途
絶
し
た
。
こ
の
「
は
や
ぶ
さ
」
を
地
球
に
連
れ

戻
し
た
の
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
危
機
管
理

能
力
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

宇
宙
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
機
器
の
健
康
診
断
は
、

宇
宙
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
健
康
状
態
の
数
値
と
、
製

作
時
の
詳
細
な
記
録
と
を
見
比
べ
て
行
う
。
医
師
が

問
診
を
交
え
て
患
者
を
直
接
診
断
し
、
必
要
な
検
査

を
行
っ
て
か
ら
処
置
を
行
う
の
と
は
全
く
異
な
る
。

「
は
や
ぶ
さ
」
の
場
合
、
ま
ず
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い

の
は
交
信
再
開
で
あ
る
。「
は
や
ぶ
さ
」
の
通
信
周

波
数
が
、
ず
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
地
上

の
大
型
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
周
波

数
の
電
波
が
連
日
連
夜
送
信
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
１

ヵ
月
半
後
に
「
は
や
ぶ
さ
」
か
ら
の
か
す
か
な
返
事

を
受
信
し
、
そ
れ
か
ら
診
断
と
地
球
に
連
れ
戻
す
作

業
が
始
ま
っ
た
。
い
わ
ば
、
僻
地
に
一
人
取
り
残
さ

れ
、
意
識
が
朦
朧
と
し
、
諾
否
の
応
答
し
か
で
き
な

い
患
者
を
、
救
急
隊
の
い
る
場
所
に
誘
導
す
る
作
業

で
あ
る
。
満
身
創
痍
の
「
は
や
ぶ
さ
」
が
イ
ト
カ
ワ

離
脱
後
、
４
年
半
か
け
て
イ
ト
カ
ワ
の
微
粒
子
を
収

納
し
た
カ
プ
セ
ル
を
地
球
に
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

た
の
は
、「
は
や
ぶ
さ
」
に
自
力
で
行
動
す
る
機
能

を
持
た
せ
た
シ
ス
テ
ム
設
計
と
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

が
、
絶
対
に
諦
め
な
い
と
い
う
強
い
信
念
を
持
ち
、

全
員
が
平
等
の
立
場
で
技
術
提
案
を
行
っ
た
と
い
う

と
こ
ろ
に
あ
る
よ
う
だ
。
私
は
、「
は
や
ぶ
さ
」
の

カ
プ
セ
ル
が
無
事
回
収
さ
れ
た
と
聞
い
た
時
、
41
年

前
に
同
じ
よ
う
に
地
球
へ
の
帰
還
に
成
功
し
た
ア
ポ

ロ
13
号
を
思
い
出
し
た
。
当
時
、
米
国
企
業
に
い
た

知
人
か
ら
、
不
眠
不
休
で
支
援
作
業
を
行
っ
た
同
僚

女
性
シ
ス
テ
ム
技
術
者
の
奮
闘
記
を
聞
い
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。

人
類
初
の
月
面
降
り
立
ち
は
、
１
９
６
９
年
の
ア

ポ
ロ
11
号
で
あ
る
。
ア
ポ
ロ
13
号
は
、
月
面
着
陸
３

号
機
と
し
て
翌
年
４
月
11
日
に
、
３
人
の
宇
宙
飛
行

士
と
共
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
が
、
２
日
後
に
事
故
が

発
生
し
た
。
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
は
３
つ
の
機
器
か
ら
成

り
立
っ
て
い
る
。
１
番
先
端
に
あ
る
の
が
「
月
着
陸

船
」
で
、
２
人
の
宇
宙
飛
行
士
を
乗
せ
て
月
面
に
降
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ク
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テ
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り
立
ち
、
離
陸
し
て
宇
宙
船
に
帰
っ
て
く
る
。
中
央

部
は
、
３
人
の
宇
宙
飛
行
士
が
、
打
ち
上
げ
時
と
地

球
に
帰
還
す
る
際
に
乗
る
円
錐
型
カ
プ
セ
ル
の
「
司

令
船
」
で
あ
る
。
最
後
部
は
、
大
気
圏
に
突
入
す
る

直
前
ま
で
「
司
令
船
」
に
電
力
や
酸
素
を
供
給
し
、

推
進
ロ
ケ
ッ
ト
の
役
割
を
担
当
す
る
円
筒
形
の
「
機

械
船
（
サ
ー
ビ
ス
モ
ジ
ュ
ー
ル
）」
で
あ
る
。

米
国
で
は
13
と
い
う
数
字
を
気
に
す
る
が
、
ア
ポ

ロ
13
号
は
管
制
を
担
当
す
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
宇
宙
セ
ン

タ
ー
の
標
準
時
刻
で
13
時
13
分
に
打
ち
上
げ
ら
れ

た
。
そ
し
て
事
故
が
発
生
し
た
の
が
13
日
で
あ
る
。

宇
宙
機
器
は
、
ひ
と
つ
の
部
品
や
機
器
が
壊
れ
て
も

絶
対
に
機
器
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
冗
長

設
計
に
な
っ
て
い
る
。そ
れ
で
も
故
障
が
発
生
す
る
。

ア
ポ
ロ
13
号
で
は
「
機
械
船
」
の
２
台
あ
る
酸
素
タ

ン
ク
が
２
台
と
も
失
わ
れ
た
。
１
個
が
爆
発
し
、
も

う
１
個
に
あ
っ
た
酸
素
も
宇
宙
空
間
に
流
出
し
た
。

酸
素
が
な
く
な
っ
た
の
で
燃
料
電
池
が
止
ま
り
、

「
機
械
船
」
の
機
能
は
失
わ
れ
た
。
実
は
、
こ
の
酸

素
タ
ン
ク
は
ア
ポ
ロ
１
号
に
組
み
込
ま
れ
て
い
た

が
、
不
具
合
が
あ
っ
た
の
で
取
り
外
し
て
点
検
を
行

な
っ
た
。
点
検
時
、
約
５
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
落
と
し

た
が
、
タ
ン
ク
の
外
部
に
損
傷
が
な
か
っ
た
の
で
、

そ
の
際
に
生
じ
た
内
部
の
パ
イ
プ
破
損
を
見
過
ご
し

た
。
さ
ら
に
、
規
定
の
２
倍
の
電
圧
で
試
験
を
し
、

電
気
配
線
を
傷
め
た
。
酸
素
タ
ン
ク
は
爆
発
直
前
に

は
摂
氏
数
百
度
ま
で
上
昇
し
て
い
た
は
ず
だ
が
、
温

度
セ
ン
サ
ー
の
上
限
は
約
31
度
で
あ
り
、
摂
氏
31
度

以
上
の
異
常
な
温
度
上
昇
を
検
知
で
き
な
か
っ
た
。

日
本
の
宇
宙
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
予
算
の
制

約
も
あ
り
、
計
画
か
ら
実
現
ま
で
長
期
間
を
要
す
る

の
が
普
通
で
、
画
期
的
な
着
想
も
、
米
国
な
ど
に
追

い
越
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、「
は

や
ぶ
さ
」
は
惑
星
へ
の
無
人
離
着
陸
と
、
惑
星
の
汚

染
さ
れ
て
い
な
い
試
料
を
地
球
に
持
ち
帰
る
と
い
う

世
界
初
の
快
挙
を
成
し
遂
げ
て
い
る
。「
高
い
塔
を

た
て
て
み
な
け
れ
ば
、
新
た
な
水
平
線
は
見
え
て
こ

な
い
」
と
い
う
の
が
、「
は
や
ぶ
さ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
思
い
で
あ
る
。
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事
故
当
初
は
、
電
源
電
圧
の
低
下
、
３
台
あ
る
燃

料
電
池
の
２
台
の
機
能
停
止
、
酸
素
タ
ン
ク
の
圧
力

低
下
の
警
報
を
示
す
の
み
だ
っ
た
。
爆
発
の
衝
撃
を

感
じ
て
か
ら
13
分
後
に
、
船
長
は
「
司
令
船
」
の
窓

か
ら
酸
素
ガ
ス
が
流
出
し
て
い
る
の
を
見
た
。
こ
れ

で
地
上
の
管
制
セ
ン
タ
ー
は
事
故
の
重
大
さ
に
気
付

き
、
た
だ
ち
に
地
球
に
帰
還
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。

24
時
間
体
制
で
作
業
を
行
う
た
め
、
３
組
の
要
員
が

組
織
さ
れ
、
ま
た
米
国
全
土
に
散
ら
ば
る
関
連
企
業

で
も
技
術
者
が
動
員
さ
れ
た
。
前
記
の
女
性
技
術
者

は
こ
の
一
員
で
あ
り
、
重
要
な
計
算
を
行
っ
た
。

推
進
ロ
ケ
ッ
ト
の
あ
る
「
機
械
船
」
が
機
能
を
停

止
し
、
電
力
、
水
、
空
気
（
酸
素
）
は
予
備
用
し
か

な
い
と
い
う
状
態
で
の
、
４
日
間
の
帰
還
作
業
が
始

ま
っ
た
。
推
進
ロ
ケ
ッ
ト
に
は
「
月
着
陸
船
」
を
使

う
こ
と
に
な
り
、
２
人
の
宇
宙
飛
行
士
が
「
月
着
陸

船
」
に
移
動
し
た
。「
機
械
船
」
は
太
陽
光
を
避
け

る
た
め
の
日
除
け
に
な
っ
た
。
摂
氏
３
度
に
な
る
冷

え
切
っ
た
船
内
で
、
水
の
摂
取
を
控
え
て
脱
水
状
態

に
な
っ
た
宇
宙
飛
行
士
は
、
大
気
圏
突
入
の
直
前
に

「
月
着
陸
船
」
と
「
機
械
船
」
を
切
り
離
し
、
南
太

平
洋
に
着
水
し
た
。日
米
２
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

31
年
以
上
の
隔
た
り
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
危
機
管

理
の
優
れ
た
教
科
書
で
あ
る
。

危
機
管
理
の
優
れ
た

教
科
書
と
な
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

危
機
を
克
服
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
思
い

Ｐ
２０
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
解
答
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